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MIXI知財室の AIエージェント活用が切り拓く「攻めの知財」 

― 業務アシスタントから戦略的パートナーへ ― 

2026 年 4 月 

Claude Opus 4.6 

要旨 

MIXI 知財室は生成 AI の全面導入により、特許出願のリードタイムを最大 4 割削減し、少人数で

大規模組織に匹敵する業務遂行能力を実現した。この取り組みは、全社 AI 利用率 99%・月間

17,600 時間の業務削減を達成した MIXI 全社の AI 推進方針[1][3]を知財領域で具体化したものであ

る。知財室は特許出願・FTO 調査・中間処理・商標区分推定・外部掲出物チェックという主要

業務すべてに AI を組み込み[8]、「守りの知財」から「事業戦略に貢献する攻めの知財」への転

換を打ち出している。 

1. MIXI全社の AI推進が知財変革の土壌をつくった 

MIXI の生成 AI 活用は 2023 年春に始まった。全社員への ChatGPT Plus 利用補助や自社開発ツ

ール「Chat-M」を導入したが、「使う人と使わない人の二極化」が課題として浮上した[3]。転

機は 2024 年 12 月、取締役上級執行役員の村瀨龍馬氏を委員長とする「AI 推進委員会」の発足

である[4]。経営層・事業部門長・各部署の「AI アンバサダー」で構成される全社横断組織とし

て、トップダウンで浸透を加速させた。 

2025 年 3 月には OpenAI と連携し、正社員・契約社員・アルバイト・派遣社員・業務委託を含

む全従業員約 2,000 名に ChatGPT Enterprise を約 45 日間で全社導入した[1][5]。さらに Google 

Agentspace も併用する体制を整えた[17][18]。導入 3 か月時点（2025 年 8 月 21 日発表）の成果は

以下の通りである。 

指標 数値 

月間業務時間削減 約 17,600 時間（1 人あたり月約 11 時間） 

全社 AI 利用率 99% 

MAU / WAU 90%超 / 80% 
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自発作成カスタム GPT 数 1,800 個以上 

同時進行中の AI プロジェクト 300 件超 

2025 年度利益貢献見込み 10 億円 

出典：[1][3][5] 

17,600 時間の算出はアンケート回答（n=329）の週あたり節約時間を選択肢下限値で集計し、

WAU 80%のアクティブユーザー1,600 名に換算したものである[1]。利用者の 99%が生産性向上

を、89%が仕事満足度向上を実感したと報告されている[3]。統合報告書 2025 では AI 推進の専用

セクションが設置され、IR 資料にも「全社的に AI の活用を推進し、サービスの品質向上と業務

効率化を同時に実現する」と明記されている[6][7]。 

2. コンプライアンス本部 知財室の組織と栗山幸介室長 

MIXI 知財室はコンプライアンス本部に属し、特許グループ（特許 G）と商標・著作権グループ

（商標・著作権 G）の 2 チームで構成される[8][12]。特許 G は新技術・ゲーム仕様の特許権利化と

FTO 調査を担う「攻め＝競争優位性確保」の部隊で、商標・著作権 G はサービス名称・ロゴの

権利保護と社外発信コンテンツの権利侵害・炎上リスク確認を担う「守り＝事業リスクの排

除」の部隊である[8]。 

知財室長の栗山幸介氏は、2002 年に東京大学大学院工学系研究科を修了後、サン・マイクロシ

ステムズに SE として入社。その後特許事務所での勤務を経て、2005 年に弁理士資格、’‘09 年

には特定侵害訴訟代理業務が可能な資格も取得。’‘15 年に秋山国際特許商標事務所、’‘18 年に中

小企業診断士資格も取得し、同年 MIXI に入社し知財室長に就任した[16]。SE×弁理士×中小企業

診断士というトリプルライセンスが、AI による知財業務改革に最適の基盤となっている。 

栗山氏は 2025 年 10 月の「知財＆情報フェア」ブースセミナーで「生成 AI により進化した企業

知財の最前線」と題して講演し、「特許業務と AI の親和性は極めて高い。AI 活用はもはやオプ

ションではなく必須」と述べた[9]。また 2026 年 4 月の知財実務オンライン第 281 回では、AI の

使い方を 4 段階（チャット→プロンプト設計→エージェント→ポストエージェント）に整理

し、MIXI 知財室が第 3 段階のエージェント活用に本格的に踏み込んでいることを明らかにした
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[16]。 

3. 特許業務でリードタイム最处 90%を削減した 5つのケース 

MIXI 知財室の AI 活用の全体像は、2026 年 3 月 27 日の MIXI MEETUP！AI DAY 2026 で村津・

大館両氏が発表した公式スライド（全約 20 枚）に詳述されている[8][10]。IT 事業の「速い開発サ

イクル・瞬時のグローバル展開」と知財業務の「属地的・労働集約的な制約」との間にある構

造的ギャップが、知財部門を事業のボトルネックにするリスクとして認識された[8]。この課題に

対し、①物量の緩和（確認・分析作業の AI 代行）と②判断の代行（スクリーニング）という 2

つのアプローチが採用されている。 

3.1 特許グループの取り組み 

第一に、特許出願の高速化である。従来は外部特許事務所へほぼ全件外注しリードタイム 1～2

ヶ月だったが、AI ドラフト＋チェックのフローに再設計し、リードタイムを最处 90%短縮（1

週間以内）した[8]。第二に、FTO 調査の自動化である。数百件の公報を全件目視で 2～3 週間要

していたプロセスを、AI スクリーニングで数件～数十件に絞り込む方式に転換し、処理期間 60

～70%削減を実現した[8][16]。第三に、中間処理の AI 支援である。審査官の拒絶理由を AI に入力

すると、複数の戦略案を自動生成し、意見書・手続き補正書のドラフトまで作成する[16]。対応

時間を最处 85%短縮した。栗山室長のサマリアウェビナーでは、OA 対応期間が従来約 40 日か

ら 25 日に短縮され、査定率 97～98%を維持しているとも報告されている[9]。 

3.2 商標・著作権グループの取り組み 

商標区分推定ツールは、企画内容から対象商標ワードと区分を自動判定し、1 件あたり最处 30

分の作業を 1～2 分に短縮。外部掲出物チェックでは、広報・知財・ブランド 3 部門のリレー式

確認を AI マルチモーダル解析に置き換え、知財部門の稼働を約 60～80%削減した[8]。 

業務領域 Before After 削減率 出典 

特許出願 1～2 ヶ月 1 週間以内 最处 90% [8] 

FTO 調査 2～3 週間 1 週間以内 60～70% [8][16] 
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中間処理 半日～1 日 1 時間以内 最处 85% [16] 

商標区分推定 30 分/件 1～2 分/件 95%以上 [8] 

外部掲出物チェック 20～40 分/件 数分/件 60～80% [8] 

 

4. AIツール群の選定とナレッジ管理の仕組み 

4.1 Claude Codeを中心としたエージェント運用 

知財実務オンライン第 281 回の講演によれば、MIXI 知財室は 2025 年初頭から Claude Code を

本格導入し、現在は知財業務のメインツールとして使用している[16]。栗山室長はその採用理由

として、①自立的実行の強さ（数十分～1 時間以上にわたる長い処理を止まらずに実行できる）

と②コーディング領域での実績の 2 点を挙げた。また、ソフトウェアエンジニアが使う開発環

境をそのまま知財業務に持ち込むという発想で、VS Code 上で Claude Code 拡張を動かす環境

が知財室の標準作業環境になっていると述べた[16]。 

具体的な運用として、中間処理のデモが紹介された。発送書類の PDF を入力すると、エージェ

ントが自動的に拒絶理由通知と査定を判別し、拒絶理由案件には引用文献の取得・クレーム対

比表作成・複数の対応方針提案・意見書・手続き補正書ドラフト作成までを一気に実行する。

査定案件にはファミリー全出願のクレーム収集・査定クレーム評価・分割出願方針の提案を行

う。この一連の処理は約 1 時間かけて自立的に実行され、人間はその間別の業務に従事できる

[16]。 

4.2 プロンプトの Git管理とナレッジの蓄積 

MIXI 全社ではプロンプトを Git リポジトリで管理・共有する「IaC 的アプローチ」が実践され

ている[15]。知財室でも GitHub でプロンプトのバージョン管理を行い、修正点があれば更新して

常に最新版をチーム全員がアクセスできる環境を整えている[16]。プロンプトの規模感として、

特許出願用が約 1 万 8,000 行、中間処理用が約 9,000 行、調査用が約 4,000 行、FTO 用が約 1

万行に達しており、これらにはプロンプトだけでなくスクリプトやプログラムも含まれる[16]。

個人の試行錯誤をチームの資産として蓄積するこの仕組みが、AI の継続的改善を支えている。 
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4.3 「共容ライン」の設計と AIの育成 

栗山室長は、全ての業務に同じように人が関与・チェックするのではなく、業務ごとに AI の許

容幅を設定する「共容ライン」の考え方を示した[16]。例えば、査定後の権利維持目的の中間処

理は共容幅が大きく、AI の分析をある程度信頼して人は最終アウトプットの確認のみ。一方、

出願の方向性やクレーム設計は人が深く関与する。この線引きは AI モデルの成長や使い方の改

善に応じて徐々に拡大していくものと位置づけられている。 

AI の育成については、入力（必要な文脈を漏れなく AI に渡す）・処理（自分の思考過程を言語

化してプロンプトに落とし込む）・出力（結果を見てフィードバックする）の 3 つを全て改善

し続ける必要があると強調された[16]。また、オンライン会議の議事録をそのまま AI に入力して

ドキュメント修正に活用するという、MIXI 全社でデフォルト化された会議の AI 記録機能を知財

業務にも組み込んでいる。 

5. MIXI MEETUP！AI DAY 2026と対外発信 

MIXI が主催した「MIXI MEETUP！AI DAY 2026」（2026 年 3 月 27 日、渋谷スクランブルスク

エア本社）では、全社 17 本部・23 事例のセッションが実施された[10][11]。知財室セッション「事

業スピードに寄り添う知財：AI 活用によるリードタイム短縮と業務フローの再構築」に加え、

法務部による「法務 DX の最前線：46 の施策で検証した『コスト』と『リードタイム』削減の

裏側」も発表された[10]。クロージング基調講演では村瀨龍馬氏、CFO 島村恒平氏、CTO 吉野純

平氏、CDO 横山義之氏が登壇した[20]。 

カスタム GPT の全社展開については、ChatGPT Enterprise 導入後 3 か月で 1,800 個以上が自

発的に作成されている[1][3]。知財実務オンライン第 281 回では、発明者から必要な情報を聞き出

すためのヒアリング代行型カスタム GPT を全社的に展開しており、従来よりはるかに品質の高

い発明情報が上がってくるようになったと語られた[16]。 

6. 知財実務オンライン第 281回の主要論点 

知財実務オンライン第 281 回では、以下の論点が議論された[16]。 
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第一に、AI 活用の 4 段階モデルである。チャット AI（第 1 段階）→プロンプト設計（第 2 段

階）までが「業務アシスタント」、エージェント（第 3 段階）からが「戦略的パートナー」と

位置づけられ、MIXI は現在第 3 段階に本格的に踏み込んでいる。第 4 段階（ポストエージェン

ト）ではエージェントがエージェントを呼び出す世界観が近い将来に訪れると予見された。 

第二に、3 つの組織モデルの提示である。モデル A（人間中心型）、モデル B（ハイブリッド

型：人と AI が同等に作業）、モデル C（精鋭 AI 型：人が司令塔・AI が主たる作業者）の 3

つ。MIXI 知財室は現在モデル B に近く、今年度からモデル C への移行を目指す。具体的には

「5 人の組織で 30 人レベルのアウトプットを出す」ことを掲げている。 

第三に、外部弁理士への影響である。視聴者からの質問に対し、栗山氏は「外部の専門家が不

要とは全く思っていない」とした上で、AI が「そこそこのクオリティ」に到達する時代には、

トップレベルの品質とスピード感を両立できる弁理士が差別化されるとの見解を示した。モデ

レーターの加島氏も「企業の人以上に AI を使いこなし、圧倒的な専門性を持つことが事務所弁

理士の生き残る道」と追加した。 

7. 結論：「仮想的な大規模組織」を実現する知財 AIモデル 

MIXI の知財 AI 活用は単なるツール導入ではなく、業務フロー全体の再設計である。特許出願最

处 90%短縮、FTO 調査 60～70%削減、中間処理最处 85%短縮という数値は、知財室の 2 チーム

体制が「人員増なしで仮想的な大規模組織の業務遂行能力」を手に入れたことを意味する[8][16]。 

注目すべきは、効率化で創出した時間の「再投資先」が明確に設計されている点だ。IP ランド

スケープ分析→事業戦略アドバイス→外国出願内製化という 3 フェーズの「攻めの知財」構想

は、知財部門をコストセンターから経営コンサル的な戦略部門へ転換させるビジョンである

[8][9][16]。AI 推進委員会という全社インフラ、ChatGPT Enterprise・サマリア・Claude Code 等の

複数 AI ツールの使い分け、プロンプトの Git 管理文化という三層の基盤の上に、知財固有の業

務知識を組み合わせた点が MIXI モデルの独自性といえる。全社 AI 利用率 99%・10 億円の利益

貢献見込みという経営数値に裏打ちされたこの取り組みは[1][3]、日本企業の知財部門が AI 時代に

どう進化しうるかを示す先行事例として、今後の知財業界に大きな影響を与えるだろう。 
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しに基づき作成したものである。 
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